
0｡B551993年(平成5年）
』

N
⑥市民憲章』

』

』

6．16
わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には

ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての跨

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

する「

｣「
我孫子市役所企画財政部広報広聴課
〒270-1I我孫子市我孫子1858念0471（85)1111

ヨ

'写覗

発泡ｽﾁﾛ
の回収

５
月
四
日
、
我
孫
子
市
は
じ

め
沿
線
の
、
市
町
村
で
織
成
す

る
成
田
線
（
我
孫
子
～
成
田
間
）

In 大
井
市
長
漂
嶬
毒
陳
情

越
智
運
輸
大
臣
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
な
ど
へ
ら
は
「
葉
憲
化
を

ｂ
Ｌ
Ｉ
ら
１
１

嗣
回
４

ｃ
蓬
”

I

複
線
化
促
進
期
成
会
（
会
長
・
大

井
一
雄
我
孫
子
市
長
）
は
、
運
輸

省
に
越
智
伊
平
運
輸
大
臣
を
訪
抱

市
で
は
、
全
国
の
自
治
体
に
先
駆
け
、
ご
み
の
減
量
と
資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
に
、
昭
和
弱
年
か
ら
「
我
孫
子
式
集
団
回
収

制
度
」
を
始
め
、
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
生

活
様
式
の
多
様
化
や
消
費
意
識
の
変
化
に
伴
い
、
ご
み
の
総
排
出

墨
は
年
々
増
え
続
け
、
質
的
に
も
変
化
し
て
お
り
、
処
理
経
費
も

膨
ら
む
一
方
で
す
。
ご
み
の
減
量
と
資
源
の
再
利
用
は
、
最
終
処

分
場
を
も
た
な
い
本
市
に
と
っ
て
重
要
課
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ⅱ
生
活
環
境
課
貧
印
）
０
０
１
５
Ⅱ

ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
種

成
田
線
の
早
朝
複
線
化
を
陳
情
し

ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
成
田
線
の
輸
送

力
整
備
に
関
す
る
関
係
者
へ
の
懇

談
会
形
式
に
よ
る
陳
情
も
実
施
。

懇
談
会
に
は
運
輸
省
の
鉄
道
局
長
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
運
輸
車
両
部
長
な

ど
の
ほ
か
、
環
境
庁
長
官
や
防
衛

庁
長
官
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
選

出
の
国
会
議
員
も
出
席
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

席
上
、
大
井
市
長
は
成
田
線
の

重
要
性
や
沿
線
の
発
展
状
況
、
混

雑
率
な
ど
を
説
明
し
、
早
期
複
線

化
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か

ら
は
「
将
来
、
複
線
化
を
検
討

す
る
場
合
に
は
、
第
一
段
階
と

し
て
我
孫
子
・
木
下
間
が
想
定

き
れ
、
か
つ
こ
の
区
間
内
で
の

部
分
線
増
で
検
討
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
際
は
、
地
元
負
担

も
必
要
に
な
り
ま
す
」
と
の
発

言
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
回
答

よ
り
踏
み
込
ん
だ
具
体
的
な
内

容
で
し
た
。

こ
れ
を
受
け
期
成
会
で
は
、

今
年
度
か
ら
関
係
機
関
の
協
力

を
得
て
、
成
田
線
及
び
沿
線
地

域
の
将
来
像
や
段
階
的
整
備
計

画
な
ど
の
調
査
を
行
い
、
早
期

複
線
化
に
向
け
て
、
よ
り
具
体

的
な
検
討
に
入
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

近
年
、
使
い
捨
て
消
識
の
傾
向
り
焼
却
能
力
の
低
下
や
故
障
な
ど

を
反
映
し
て
、
ご
み
の
質
も
多
様
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
分
別
し
や
す

市
で
は
、
昭
和
妬
年
か
ら
ご
み
い
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
及
び
ト
レ
ー

の
分
別
回
収
を
行
い
、
ご
み
の
減
の
回
収
を
、
拠
点
方
式
で
行
う
こ

逓
化
と
査
源
化
を
進
め
て
き
て
い
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
再

ま
す
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に
つ
査
源
化
の
ル
ー
ト
に
乗
せ
る
こ
と

い
て
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
非
常
に
雌
に
よ
り
、
お
も
ち
ゃ
や
植
木
鉢
な

し
い
た
め
、
査
源
化
が
図
れ
て
い
ど
に
再
生
利
用
さ
れ
ま
す
。
こ
う

ま
せ
ん
。
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
み
の
減

現
在
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
含
量
と
賓
源
の
有
効
利
用
が
図
れ
、

む
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
ほ
か
の
焼
却
施
設
へ
の
負
担
も
軽
減
さ
れ

ど
み
と
一
緒
に
焼
却
し
て
い
ま
す
ま
す
。

が
、
焼
却
カ
ロ
リ
ー
が
非
常
に
高
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

く
、
焼
却
施
設
へ
の
負
担
が
か
か
ま
す
。

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
と

ト
レ
ー
の
出
し
方

◎
回
収
時
期
…
７
月
１
日
か
ら
ぴ
主
な
公
共
施
設
（
拠
点
名
な
ど

◎
回
収
方
法
：
．
拠
点
方
式
客
家
に
つ
い
て
は
７
月
１
日
号
の
広
報

庭
か
ら
各
拠
点
へ
持
参
）
あ
び
こ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

◎
回
収
拠
点
…
市
内
ス
ー
パ
ー
及
◎
排
出
方
法
：
①
シ
ー
ル
な
ど
を

は
が
す
②
水
洗
い
を
し
て
不
純
物

陳
情
霊
巽
妻
“

品
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

0

ご
み
は
正
し
く

出
し
ま
し
ょ
う

ご
み
収
集
の
日
程
や
種
類
は
、
す
ご
み
に
蛮
任
を
も
っ
て
い
た
だ

各
地
区
ご
と
に
決
っ
て
お
り
ま
す
。
く
た
め
、
ご
み
は
中
身
が
確
認
で

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
場
所
に
、
正
き
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
名
前

し
く
出
し
ま
し
ょ
う
。

を
書
い
て
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

最
近
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
に
し
て
い
ま
す
。

黒
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
多
く
見
う
け
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ら
れ
ま
す
。
市
で
は
、
自
分
の
出
ま
す
。 ご

み
収
集
量
や
埋
め
立

て
処
分
費
な
ど
の
推
移

皆
ざ
ん
の
ご
家
庭
や
市
内
各
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

業
所
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
の
収
集
特
徴
的
な
こ
と
は
査
源
化
率
で

逮
と
査
源
の
回
収
量
（
表
１
）
及
び
す
。
平
成
４
年
度
の
配
・
２
パ
ー

埋
め
立
て
処
分
量
と
委
託
費
（
表
セ
ン
ト
は
、
全
国
平
均
の
２
倍
以

２
）
の
推
移
は
、
下
表
の
と
お
り
上
で
全
国
的
に
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

／
、
ｑ
表
１
一
塁
の
収
集
量
と
資
源

ロ
コ
ｂ
〃
。
ｂ
‐
Ｉ
の
回
収
量
の
推
移

腕却灰圃融ﾘｻｲｸﾙｼｽﾃﾑ
＝一

の畠函就臓こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

黒いビニール袋は
使えません

、 ご
み
の
焼
却
後
に
出
る
灰
は
、

現
在
、
他
県
の
民
間
処
分
場
へ
委

託
し
て
埋
め
立
て
て
い
ま
す
が
、

簸
終
処
分
場
の
確
保
は
年
々
難
し

く
な
っ
て
お
り
、
処
分
登
用
も
高

雌
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市

で
は
責
源
と
な
る
も
の
は
す
べ
て

査
源
化
す
る
と
い
う
考
え
か
ら
、

焼
却
灰
の
査
源
化
と
な
る
焼
却
灰

溶
融
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
実

証
試
験
を
今
年
度
か
ら
行
う
こ
と

63年度 元年度 2年度 3年度 4年度

家 庭ごみ 30_045t 31,558t 30,868t 31,280t 30,973t

雑芥ごみ 1,602t 1,792t 2,037t 2,232t に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
実
証
試
験
は
、

市
と
市
の
ご
み
焼
却

炉
建
設
を
手
が
け
た

日
立
造
船
（
株
）
が
共

同
で
行
う
も
の
。
設

術
は
日
立
造
船
が
全

額
負
担
し
て
、
今
年

度
中
に
ク
リ
ー
ン
セ

2,451t

合 計 31,647t 33,350t 32,905t 33,512t 33,424t

’
資源回収湿 5,835t 7,005t 8,042t 9,050t 10,095t

’資源化率 15.6％ 17.4％ 19.6％ 21.2％ 23.2％

’
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
み
減

通
と
交
源
回
収
に
対
す
る
、
皆
さ

ん
の
努
力
の
結
果
で
す
。

ま
た
、
焼
却
灰
な
ど
の
埋
め
立

て
処
分
委
託
費
の
急
鵬
も
目
立
っ

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
市
の
財

政
に
も
影
響
を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。

ご
み
の
減
量
と
資
源
の
リ
サ
イ
ク

ル
は
、
市
に
と
っ
て
緊
急
か
つ
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぐ
表
２
埋
め
立
て
処
分
量
と
委

託
費
の
推
移

ン
タ
ー
描
内
に
建
設
し
、
来
年

４
月
か
ら
９
月
ま
で
実
証
試
験

運
転
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。こ

の
シ
ス
テ
ム
は
、
鉄
分
な

ど
を
除
い
た
焼
却
灰
に
再
度
高

熱
を
加
え
て
溶
融
化
し
、
ス
ラ

グ
秀
ラ
ス
状
の
細
粒
）
を
作

る
も
の
。
ス
ラ
グ
は
無
害
で
道

路
や
駐
車
場
な
ど
の
路
盤
材
と

し
て
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
て

い
ま
す
。
な
お
、
元
の
焼
却
灰

は
約
半
分
に
減
量
さ
れ
ま
す
。

こ
の
焼
却
灰
の
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
は
、
す
べ
て
の
ご
み

を
資
源
化
し
て
、
埋
め
立
て
処

分
場
の
な
い
清
掃
行
政
を
め
ざ

す
本
市
に
と
っ
て
は
、
願
っ
て

も
な
い
こ
と
で
あ
り
、
大
い
に

期
待
を
し
て
い
ま
す
。

63年度 元年度 2年度 3年度 4年度

焼却灰 3,625t 4,014t 3,719t 3,648t 3,775t

’
1 ’

I
不燃物 653t 698t 657t 694t 648t

’’
43,789

千円

60,337

千円

75,259

千円
156,538

千円
委託費

下総基地 米軍機使用絶対反対の
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会計決算見込み (単位：万円）

平成4年度下半期

財政状況を公表」

1
昨
年
４
月
に
２
７
７
億
４
０
０

０
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
４

年
度
予
算
は
、
年
度
途
中
３
回
の

補
正
を
行
い
、
２
８
３
億
１
７
０

０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
平
成
３
年
度
か
ら
の
繰

越
事
業
饗
６
億
６
７
７
２
万
円
を

加
え
た
２
８
９
億
８
４
７
２
万
円

が
最
終
の
予
算
額
と
な
り
ま
す
。

収
入
は
、
対
前
年
度
比
３
．
８

軒
増
の
見
込
み
で
す
が
、
市
の
歳

入
の
中
心
と
な
る
市
税
は
景
気
低

迷
の
影
響
に
よ
り
３
．
３
計
の
低

い
伸
び
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
を
補

う
か
た
ち
で
繰
入
金
が
大
幅
に
増

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
交
付

税
が
対
前
年
度
比
２
１
０
群
と
大

幅
に
伸
び
た
の
は
、
平
成
３
年
度

が
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
で

あ
っ
た
た
め
で
す
。
（
表
１
参
照
）

支
出
は
、
対
前
年
度
比
４
．
４

軒
増
の
見
込
み
で
あ
り
、
主
な
事

I

市
の
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
の

納
め
た
大
切
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を

ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
４
年
度
の
決
算
見
込
み
か
ら

み
た
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
Ⅱ
財
政
課
Ⅱ

業
と
し
て
は
、
市
営
住
宅
小
暮
団

地
建
設
事
業
、
布
佐
駅
橋
上
駅
舎

建
設
事
業
（
負
担
金
）
、
白
山
中

学
校
給
食
施
設
お
よ
び
備
品
整
備

事
業
、
布
佐
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
教
室
等
増
築
事
業
、
西
部
福
祉

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
心
身
障
害

者
福
祉
作
業
所
「
み
ず
き
」
建
設

事
業
、
ご
み
焼
却
炉
増
改
造
事
業

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

(単位：万

市
民
負
担

の
状
況’ １

１
１’ 市

が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合

に
、
一
般
の
歳
入
・
歳
出
と
は
別

に
会
計
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
に

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
方
償
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
負
担
状
況
に
つ
い
て
、

平
成
５
年
４
月
１
日
（
人
口
哩
万

２
７
６
３
人
、
世
帯
数
４
万
５
４

７
世
帯
）
現
在
で
算
出
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

’
1

<特別会計決算見込み＞
(単位：万円）

ｌ
‐
引
句
０
塁
■
ユ
■
■
咄
日
１
１
“

現
在
、
市
で
は
５
会
計
（
左
表

参
照
）
が
設
け
ら
れ
、
一
般
会
計

と
は
経
理
を
区
分
し
、
特
定
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
は
公
営
企
業
会
計
と

も
呼
ば
れ
、
市
が
企
業
と
し
て
経

営
す
る
事
業
で
す
。

収
益
的
収
支
は
、
水
の
供
給
事

業
を
主
体
と
し
た
経
営
活
動
の
収

支
で
、
資
本
的
収
支
は
、
配
水
管

の
布
設
、
地
震
対
策
に
伴
う
布
設

替
套
施
設
建
設
や
維
持
管
理
等
の

収
支
で
す
。

収
益
的
収
支
の
不
足
力
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
稜
み
立
て
た
利

益
剰
余
金
で
査
本
的
収
支
の
不

足
分
に
つ
い
て
住
過
年
度
分
銅

益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま

囮
市
民
１
人
あ
た
り
…
地
方
税
負

担
額
哩
万
８
３
２
３
円
、
行
政
経

謎
配
万
７
４
５
１
円

園
１
世
帯
あ
た
り
：
地
方
税
負
担

額
・
・
・
“
万
９
０
７
５
円
、
行
政
経

費
銘
万
８
６
４
７
円

Ｑ
局

(表2)水道事業会計 す
。
（
表
２
参
照
）

市
が
特
別
の
財
産
を
維
持
し
、

査
金
を
穣
み
立
て
ま
た
は
定
額
の

査
金
を
運
用
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
査
金
の
こ
と
で
す
。

基
金
の
設
壷
に
つ
い
て
は
、
条

例
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

主
な
基
金
の
平
成
４
年
度
末
の
残

高
見
込
み
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

画
財
政
調
整
基
金
皿
億
円 基

金

’
’

▼
日
時
６
月
四
日
（
土
）
午
後
１

時▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
内
容
識
演
・
・
・
自
然
環
境
と
手

黄
沼
再
生
、
ビ
デ
オ
…
よ
み
が
え

れ
手
賀
沼

▼
講
師
沼
田
展
氏
百
本
自
然

保
謹
協
会
会
長
）

▼
参
加
費
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
市
職
員
組
合
霊

（
鯛
）
１
１
１
１
内
線
５
１
９

ｒ
み
が
え
れ

圭一／
園
減
慎
基
金
１
億
６
５
０
０
万

円園
社
会
福
祉
事
業
基
金
３
億
５

０
０
万
円

画
緑
の
基
金
１
億
８
０
０
０
万

円圏
ふ
る
さ
と
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
計

画
推
進
基
金
１
億
６
０
５
０
万

円

上F'
＝

丁

潮
／
／
１
１
、
、
１
１
凶
可
ｊ
Ｊ
ｇ
豆

市
内
高
野
山
の
我
孫
子
中
学
校

の
北
側
に
建
設
さ
れ
た
小
暮
市
営

住
宅
で
は
、
身
体
障
害
者
向
け
の

入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。表A給与所得者1人の場合の早見表（前年1年間の総収入金額です）

〔 ＊’募集

身体障害者向け

小暮市営住宅入居者
陸

9【

表B事業所得者1人の場合の早見表(前年1年間の必要経費控除後の所得金額域） ▼
募
集
内
容
身
体
障
害
者
住
宅

２
戸
（
間
取
り
は
３
Ｄ
Ｋ
）

▼
入
居
蚕
格
①
市
内
に
世
帯
主

が
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
方
②
身
体
障
害
者
福
祉
法
に

定
め
る
１
級
か
ら
４
級
お
よ
び
戦

傷
病
者
で
恩
給
法
の
第
１
款
症
以

上
の
障
害
者
が
入
居
予
定
の
世
帯

③
収
入
が
第
２
種
衾
Ａ
・
Ｂ
参

照
）
に
該
当
す
る
世
帯

※
単
身
の
方
は
申
し
込
み
が
で
き

ま
せ
ん
。

▼
家
費
月
額
３
万
２
０
０
０
円

か
ら
３
万
７
０
０
０
円
（
鐙
避

▼
入
居
可
能
日
８
月
１
日
（
且

▼
募
集
期
間
６
月
詔
日
（
月
）
か

ら
７
月
２
日
（
金
）
ま
で
（
申
し
込

み
書
は
今
日
か
ら
厚
生
課
で
配
布
）

▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課
社
会
係i[

－

｢一一一一－~~－収入
区分

市税
－

地方眼与税

地方交付税

分担金・負担金

使用料・手数料

国鰯支出金

県支出金

繰入金

繰越金

市便

その他

合制

予算現額

181億4822

6徳4000

4億2177

4億9895

3億4464

16億2936

7億5750

22億3242

11億5066

16億6308

14億9812

289億8472

決算

Ⅱ

182億863

6億6625

4億5”7

4憧9918

3億6716

14億8693

7億4673

22億3241

11億5066

16艇718

15値3737

289瞳6227

対前年騨甘減率(%）

3.3

9.4

210.0

－5．0

5.2

2.7

14．0

' 一
-31.5

8.0

-26.1

3.8

支 出

区分

議会秘

総務賛

民生 讃

衛生賛

農林水産業費

商工灘

土木費

消防饗

教育職

公憤饗

その他

合罰

予算現額

4億9

56億612

45億4825

33億9950

2億8767

2億9197

72億1012

12憶2770

37億5986

2]M慰8812

6532

289徳8472

決算見込額

3億9352

55億706

44億4196

33億6318

2億8265

2徳8739

65億2652

12億2276

36億9889

2M蔵8715

1148

279億2256

対前年度増減率(%）

9.4

0.2

14.5

48.5

－9．5

7.2

1.0

1．7

-14.4

0.9

－6．4

4.4

■･-■■

職
急
計

鴨
別
會
計

、
国民健康保険事業

土地区画整理事業

公共下水道事業

手賀沼浄化事業

老人保健

合計

予算現額

36億1304

9億85

37億931

'億8200

36億9762

121億282

収入決算

見込額

36億4221

9億260

36億952

1億8522

36億8420

120億2375

支出決算

見 込 額

36億1186

2億9445

34億9933

1億7882

36億4393’

112億2839

’

水
道

學
亀

市
債
。
債
務
負
担
行
為
の
推
移

公
共
施
設
の
建
設
や
公
共
用
将
来
に
借
金
返
済
の
負
担
を
残

地
の
取
得
な
ど
の
た
め
に
、
査
す
こ
と
を
考
え
る
と
事
業
の
実

金
の
借
り
入
れ
に
伴
い
負
担
し
施
に
あ
た
っ
て
は
、
慎
重
な
蚕

て
い
る
長
期
の
俄
務
で
す
。
金
計
画
と
財
政
運
営
が
求
め
ら

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
れ
て
い
ま
す
。

商(元･利金）

地方悩現在商（元金）

俄務負担行為未払い弧

ロ
ロ

Ｌ
ｑ
‐

ロ
抄
Ⅱ
日
田
１
１
１
１

１
１

■
同
ｌ
ｌ
ｂ
Ｆ
ｂ
ｒ
Ｐ
Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｈ
ト
ト
ｂ
Ｌ
Ｐ
Ｌ
Ｉ
０
ｒ
ｂ
Ｈ
卜
且
■
Ｆ
ｐ
Ｐ

I
I

■D

Ip

０
０
０

（
億
円
）

５
０
５

2年3年4年年慶元年

１
７
１
億
５
千
万
円
．

扣
徳
９
千
万
円

ｉ
７
２
値
３
千
万
円

岬
億
７
千
万
円

１
７
６
億
２
千
万
円

F

lI
訂
億
５
千
万
円

１
８
１
億
７
千
万
円

鴎
億
５

区分

収益的収入

11嘘的支出

差引

麦本的収入

安本的支出

差引

予算現額

23億5892

28億5271

－4徳9379

10億8445

21億9895

-11侭1450

決算見込額

24億3Ⅳ3

26隙4793

－2偉1620

12億1452

20億3158

－8値1706

予算額に対する執行率

103.1％

92.8％

112.0％

92.4％

市議会定例会日程

平成5年第2回市議会定例会は、

6月8日(火)に開会されました。

6月16日以降の日程をお知らせ

します。

◎6月16日(水)市政に対する一般

質問

◎6月17日(木)総務企画常任委員

会、環境経済常任委員会

◎6月18日(金)文教民生常任委員

会、都市建設常任委員会

◎6月21日(月)我孫子駅貨物線跡

地問題対策特別委員会、議会運営

委員会、委員長報告、討論、採決、

閉会

シ問い合わせ議会事務局

第
二
種

総
収
入

金
額

以
下

0人

者）

２
５
９
万
５
９
９
９
円

以
下

1人

３
０
９
万
５
９
９
９
円

以
下

2人

３
５
５
万
９
９
９
９
円

以
下

3人

‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
２
Ｕ

３
９
９
万
５
９
９
９
円

以
下

4人

４
４
３
万
１
９
９
９
円

以
下

5人

４
８
７
万

１
９
９
９
円

以
下

0人

(単身堵）
1人 2人 3人 4人 5人

第
二
種

所
得

金
額

以
下

｜
’

１
６
５
万
円

以
下

２
０
０
万
円

以
下

２
３
５
万
円

以
下

３
０
５
万
円

以
下

２
７
０
万
円

以
下
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「
一
時
は
肝
硬
変
が
悪
化
し
て

死
の
一
歩
手
前
ま
で
行
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
」
と
淡
々
と
語
る

の
は
我
孫
子
断
酒
新
生
会
の
会
長

を
務
め
る
小
峰
比
呂
志
さ
ん
。

断
酒
新
生
会
と
は
、
お
酒
の
飲

み
過
ぎ
な
ど
で
体
を
壊
し
て
し
ま

っ
た
人
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
が
断
酒

す
る
た
め
に
集
ま
っ
て
い
る
会
。

小
峰
さ
ん
が
こ
の
会
に
入
会
し

た
の
は
蝿
歳
の
と
き
。

神
田
市
場
に
務
め
て
い
た
こ
ろ
、

早
朝
か
ら
仕
事
を
し
て
昼
に
景
気

付
け
に
一
杯
、
仕
事
を
終
っ
て
か

ら
仕
率
仲
間
と
ま
た
飲
む
毎
日
で

準
歳
の
と
き
肝
炎
で
初
め
て
入
院

し
た
。
そ
の
後
、
数
回
の
入
・
退

第1ろ回青少年キャンプ

大自然C)中了
参加者募集塁

一

一
『

，
’
一

】

「
仲
よ
く
、
さ
わ
や
か
に
、
た

く
ま
し
く
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
年

も
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
を
１
泊
２
日

で
行
い
ま
す
。

阿
武
隈
山
地
の
ふ
も
と
、
鬼
ヶ

城
キ
ャ
ン
プ
場
は
山
あ
り
谷
あ
り

家
族
の
温
か
い
協
力
で
断
酒
を

院
を
繰
り
返
し
、
哩
歳
の
と
き
に

は
肝
硬
変
も
悪
化
し
、
医
者
に
も

見
放
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

酒
を
飲
む
と
ト
イ
レ
に
も
は
っ

て
行
く
状
態
で
、
困
り
果
て
た
家

族
に
寿
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

て
い
た
酒
害
相
談
に
む
り
や
り
連

れ
て
い
か
れ
た
。
こ
こ
で
ア
ル
コ

〃

」’
一

こ
こ
で
夏
休
み
・
の
２
日
間
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
飯
ご
う
で
ご
は

ん
を
炊
い
た
り
、
野
山
を
探
検
し

た
り
、
き
れ
い
な
星
空
の
下
で
キ

ヤ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
を
し
た
り
、

楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日
程
８
月
８
日
（
且
か
ら

９
日
（
月
）
１
泊
２
日

▼
場
所
福
島
県
い
わ
き
市
鬼

ケ
城
キ
ャ
ン
プ
場
バ
ン
ガ
ロ
ー

▼
対
象
市
内
の
小
学
校
４
。

５
．
６
年
生
お
よ
び
中
学
生

▼
定
員
１
０
０
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
１
人
１
万
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
、

保
謹
者
氏
名
を
明
記
し
、
我
孫

子
１
６
８
４
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
青
少
年
係
垂
（
理
１
１

５
１
へ

ｌ
ル
依
存
症
専
門
の
療
韮
所
と
断

酒
新
生
会
を
紹
介
さ
れ
、
そ
の
日

の
う
ち
に
入
院
。
退
院
後
は
、
家

族
の
協
力
も
あ
っ
て
断
酒
新
生
会

の
例
会
通
い
が
始
ま
っ
た
。

「
初
め
は
断
酒
な
ど
出
来
る
の

か
と
不
安
で
し
た
が
自
分
以
上
に

苦
し
ん
だ
人
達
が
断
酒
し
て
い
る

▲
み
ん
な
で
お
い
し
い
食
事
を

作
ろ
う
（
昨
年
の
キ
ャ
ン
プ
）

我孫子断酒新生会
会長を務める
こみねひろし

小峰比呂志さん
（緑）

子
供
会
な
ど
の
夏
休
み
中
の
行

事
に
映
画
会
を
企
画
し
て
は
い
か

が
で
す
か
。

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
ア

ニ
メ
、
児
童
劇
の
唾
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
を
多
数
保
有
し
て
い
ま
す
。

最
近
購
入
し
た
フ
ィ
ル
ム
は
、

「
オ
バ
ケ
ち
ゃ
ん
」
「
金
色
の
足

あ
と
」
「
ラ
イ
ト
兄
弟
物
語
」
「
ど

ん
ぎ
つ
ね
の
お
く
り
も
の
」
「
フ

ァ
ー
ザ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
」
「
い

じ
わ
る
狐
ラ
ン
ボ
ー
の
勇
気
」

「
ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ
ク
と
か
わ
い
い

小
リ
ス
」
「
サ
ッ
ツ
ウ
の
き
じ
」
「
ひ

げ
先
生
と
子
供
た
ち
．
：
山
の
分
校

の
う
た
。
：
」
な
ど
で
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
で
は
猫
ミ
リ
映
写
機

の
操
作
に
必
要
な
技
術
や
知
識
を

学
ん
で
い
た
だ
く
講
習
会
も
開
催

話
を
聞
い
て
、
自
分
に
も
出
来

る
の
で
は
と
励
ま
さ
れ
ま
し
た
」

と
当
時
を
振
り
返
る
。

「
今
日
一
日
、
今
日
一
日
と

断
酒
新
生
会
の
み
な
さ
ん
に
励

ま
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
も
う
Ⅳ

年
：
．
」
と
感
慨
深
げ
に
語
る
。

「
酒
で
体
を
壊
し
た
り
、
家

庭
崩
壊
を
招
く
前
に
酒
害
の
恐

し
さ
を
知
り
、
一
人
で
も
多
く

の
人
が
断
酒
に
踏
み
切
っ
て
依

存
症
か
ら
立
ち
直
っ
て
ほ
し
い
。

そ
の
た
め
に
私
の
体
験
が
役
立

つ
な
ら
：
．
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。

「
療
謹
所
を
退
院
し
た
日
、

家
族
そ
ろ
っ
て
食
べ
た
夕
食
の

味
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」

と
目
を
輝
か
す
。
詔
歳
。

映
画
会
を
開
き
ま
せ
ん
か

肥
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会
も
開
催

ノ

し
ま
す
。

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
利
用

に
は
こ
の
講
習
会
の
修
了
証
が
必

要
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
識

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
修

了
証
は
全
国
で
通
用
し
ま
す
。

◎
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
利
用
の

案
内

▼
愛
用
フ
ィ
ル
ム
、
映
写
機
と

も
貸
し
出
し
は
無
料
（
た
だ
し
、

蝿
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会
を
修

了
し
た
方
が
操
作
す
る
こ
と
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
寵

駅
周
辺
に
放
證
さ
れ
る
自
転
車

は
あ
と
を
た
た
ず
、
通
行
の
妨
げ

に
な
っ
た
り
、
街
の
美
観
を
掘
れ

た
り
し
て
い
ま
す
。
も
し
地
震
や

火
事
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
ら

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
避
難
路

を
ふ
さ
ぎ
、
緊
急
車
両
の
進
入
を

妨
げ
、
人
命
に
か
か
わ
る
問
題
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
市
で
は
、
自
転
車
駐
車

場
の
確
保
や
、
自
転
車
整
理
員
の

配
置
、
我
孫
子
駅
北
口
の
自
転
車

放
置
禁
止
区
域
指
定
な
ど
、
自
転

車
放
澄
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

７
月
１
日
（
木
）
か
ら
は
我
孫
子

駅
南
口
周
辺
（
下
図
参
照
）
を
自
転

車
放
澄
禁
止
区
域
に
指
定
し
ま
し

た
。

こ
の
禁
止
区
域
に
放
置
さ
れ
た

自
転
車
は
保
管
場
所
（
泉
、
の
９
）

に
強
制
的
に
移
送
し
ま
す
。

保
管
さ
れ
た
自
転
車
の
引
き
取

り
に
際
し
て
は
身
分
を
証
明
す
る

書
類
と
移
送
・
保
管
に
要
し
た
蜜

用
１
０
３
０
円
が
必
要
と
な
り
、

移
送
後
“
日
を
経
過
し
て
も
引
き

な
く
そ
う
放
置
自
転
車

７
月
１
日
か
ら
我
孫
子
駅
南
口
が

放
置
禁
止
区
域
に
な
り
ま
す

●

I

取
ら
な
い
自
転
車
は
条
例
に
従
っ

て
処
分
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
転
車
放
置
禁
止
区
域

外
で
も
公
共
の
場
所
で
、
必
要
に

応
じ
て
自
転
車
の
移
動
を
お
願
い

し
、
指
示
に
従
わ
な
い
場
合
に
は

移
送
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
転
車
を
利
用
さ
れ
る
方
は
自

転
車
駐
車
場
を
利
用
し
、
道
路
等

に
放
證
し
な
い
よ
う
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

話
で
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
壷
（
理
１

１
５
１
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
妬
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

▼
日
程
７
月
８
日
（
木
）
、
９
日

（
金
）

▼
時
間
午
前
９
時
鋤
分
か
ら
午

後
３
時
ま
で

▼
場
所
水
道
局
４
階
会
議
室

▼
参
加
蜜
無
料
（
昼
食
持
参
）

▼
定
員
各
日
加
名
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
希
望
日
、
お
ミ
リ
映
写

誰
習
会
参
加
希
望
と
明
記
し
、
６

月
即
日
（
水
、
必
着
）
ま
で
に
、
我

孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
云
（
理
１
１
５
１
へ

自転車放置禁止区域位憲図

道
端
や
庭
の
隅
な
ど
で
オ
ニ
タ

ビ
ラ
コ
を
よ
く
見
か
け
る
。

骸参参沙［蝋］
鰯鱗霊》鯵鯵

錫鑪鯵錫鯵

/-°あびこ･-、

‐

に．既に指定の区域に．今回指定の区域

最
近
、
若
者
た
ち
の
問
で
マ
ル

チ
商
法
や
マ
ル
チ
ま
が
い
商
法
に

よ
る
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

マ
ル
チ
商
法
と
は
２
万
円
以
上

の
費
用
を
払
っ
て
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
販
売
組
織
の
会
員
に
な

り
、
自
分
の
下
に
子
、
孫
な
ど
の

販
売
員
を
埴
や
す
こ
と
で
利
益
を

得
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
マ

ル
チ
ま
が
い
商
法
と
は
会
員
に
な

る
と
き
の
費
用
が
２
万
円
に
満
た

な
い
も
の
を
い
い
ま
す
。
い
っ
て

み
れ
ば
ど
ち
ら
も
ネ
ズ
ミ
鱗
式
の

販
売
組
織
で
す
。

無
限
に
会
員
を
広
げ
る
こ
と
な

ど
不
可
能
で
、
大
部
分
の
人
が
途

中
で
行
き
詰
ま
り
、
入
会
金
す
ら

回
収
で
き
な
い
と
い
う
被
害
を
受

け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
知
人
を
対
象
に
誘
う
た

め
、
「
話
が
ち
が
う
」
と
か
、
「
友

だ
ち
に
だ
ま
さ
れ
た
」
な
ど
と
、

友
情
に
も
ひ
び
が
入
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
学
校
の
中
の
一
人
が
被

害
に
あ
い
、
ネ
ズ
ミ
算
式
に
学
校

中
に
広
が
り
、
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル

オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
と
い
う
の
は
、

タ
ビ
ラ
コ
に
似
て
大
型
な
の
で
い

、
『
ノ
◎

タ
ビ
ラ
コ
は
別
名
を
コ
オ
ニ
タ

ビ
ラ
コ
と
い
い
、
春
の
七
草
の
一

つ
の
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。

た
び
ら
こ

「
田
平
子
」
と
い
う
名
は
水
田

に
葉
を
平
た
く
広
げ
、
ロ
ゼ
ッ
ト

状
に
な
っ
た
状
態
を
表
し
た
も
の

で
あ
る
。

オニタビラコ

（きく科）

笠

P

と
も
な
り
ま
す
。

恐
ろ
し
い
の
は
被
害
者
が
加
害

者
に
も
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

誘
い
の
こ
と
ば
は
「
簡
単
に
も

う
か
る
ア
ル
バ
イ
ト
が
あ
る
か
ら

話
だ
け
で
も
」
と
か
「
楽
し
い
サ

ー
ク
ル
が
あ
る
か
ら
・
・
・
」
な
ど
。

説
明
会
場
に
行
く
と
、
集
団
催

眠
的
に
あ
お
っ
た
り
、
こ
と
ば
巧

み
に
断
り
に
く
い
状
態
に
し
て
入

会
さ
せ
ま
す
。

友
人
か
ら
誘
わ
れ
る
た
め
こ
と

わ
り
に
く
く
、
話
を
聞
く
だ
け
な

ら
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
が

危
険
の
も
と
。
始
め
か
ら
き
っ
ぱ

り
と
断
わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

マ
ル
チ
商
法
に
は
一
定
の
条
件

の
も
と
で
消
費
者
か
ら
一
方
的
に

契
約
を
解
除
で
き
る
「
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
」
の
制
度
が
適
用
さ
れ

ま
す
が
、
マ
ル
チ
ま
が
い
商
法
に

つ
い
て
は
規
制
す
る
法
律
が
あ
り

ま
せ
ん
。
う
ま
い
も
う
け
話
に
は
、

冷
静
に
考
え
て
判
断
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

ノ

オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
は
、
全
体
が

柔
ら
か
で
茎
や
葉
に
毛
が
多
い
。

葉
の
ほ
と
ん
ど
は
根
際
に
集

ま
っ
て
つ
く
が
、
茎
に
つ
い
て

い
る
も
の
は
小
型
で
上
部
の
も

の
ほ
ど
小
さ
い
。

ま
た
、
茎
や
葉
を
切
る
と
タ

ン
ポ
ポ
の
よ
う
な
白
い
乳
液
が
一

出
る
。花

期
は
五
～
十
月
で
直
立

し
た
茎
の
先
端
に
径
が
八
ミ
リ

ほ
ど
の
黄
色
い
花
を
い
く
つ

も
つ
け
る
。

花
は
舌
状
花
だ
け
の
集
ま

り
で
、
日
の
光
を
受
け
る
と

開
花
す
る
。

庭
の
片
隅
に
生
え
た
オ
ニ

タ
ビ
ラ
コ
の
姿
は
趣
が
あ

り
、
除
去
せ
ず
に
毎
日
眺
め

る
の
も
ま
た
楽
し
い
。

（
文
・
写
真
佐
々
間
俊
行
）’
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F言

し日時・場所7月27日(火)午前

10後から午後3時、野田養護学校

し申し込み・問い合わせ電話で

6月22日(火)までに教育委員会学

校教育課学淘系容(85)1151へ

中峠土地区画整理事業の完了に

伴い、6月2日から施行区域内の

町名及び地番が下記のとおり変更

になりました。

※旧町名･･･中峠、新町名…中峠台

し問い合わせ区画蘂理課

’ 惨場所県自治会館（干葉市）

伝定員先着200名

岨
も

し主な改正内容①市街化区域内

の開発規制規模を500平方メート

修申し込み．問い合わせ県雷少

年女性課壷043(223)2061伝日時・場所6月27日(日)午前

10時から午後3時、みどり園ルに引き下げ②自己業務用への這

い対象ボランティアに興味のあ路基準の適用⑧監督処分に係る公

惨日程7月3日から12月18日まる青年（市内・市外在住、学生。示制度の導入などです。

圏 圖国回 での土曜日午後6時から10時（合社会人の別は問いません）シ問い合わせ建築指導課査(85）

催日程7月24日(土)、25日（日）宿2回を含め、全9回）し参加費500円（昼食代）1111内線573、県庁宅地課盆043
の1泊2日（先着40名）伝受講料無料(宿泊代、交通費、伝申し込み・問い合わせ電話で（223)3244へ

6月25日(金)までに社会福祉協議シ日時・場所7月4日(日)午後し場所尾瀬沼ハイキングコース資料代等は実費） 一

1時から3時、湖北地区公民館し対象市内在住者し対象初心者の方（先着30名）会査(84)1539へ

シ対象小学生以上（低学年の場伝参加費大人1万5000円、子ど〃申し込み・問い合わせ往復ハ

も1万2000円(小学生以下）ガキに住所、氏名（児童の場合は合は保護者も参加のこと）

,桜定員先着40名’申し込み・問い合わせハガキ保護者名）、電話番号、性別、年111村学園女子大学が昨年行った

陽鐸ﾊｻﾐ…ご謹總貰篤駕霜驚灘言壼罠震7駕達,墓堂鴛鱒薦麓⑮⑤⑪③息
し参加費300円(材細費含む）

'し申し込み・問い合わせハガキ話番号を明記し、6月30日（水・丼444の1県立柏陵高等学校開放書（B5判92ページ）にまとめま▼緑の墓金にと我孫子市緑化推進
に住所、氏名、年齢、電話番号を必着）までに我孫子1684教育委員講座係云(74)8551へしだ。この報告書を希望者（先着協力会様から30万円、市民の方

市民水泳教室

世日時・場所6月24日(木)午前惨対象18歳以上の初心者し資格普通免許所持者※鯉の甘煮…鈴木屋本店公(82)00▼社会福祉協議会へ福祉のだめに
10時から正午、湖北地区公民館シ定員先着30名(参加費1000円）し配達日時毎月第1金曜日、第02※もろみ小町…(株)みやま食と太子会布佐支部様から1万8275

鯵定員先着30名(参加費500円）シ申し込み・問い合わせハガキ3火曜日、最終金曜日の午前10時品工業公(88)1526※あびこまん円、市民の方(匿名)から1万1618

し持参エプロン､三角巾､筆記具に住所、氏名、年齢、性別、電話30分から午後1時じゆう・我孫子最中…和菓子はせ円の寄付がありました。

シ申‘し込み・問い合わせ電話で番号、「市民水泳教室｣を明記し、シ申し込み・問い合わせ電話でがわ丑(82)0832※うなぎ大和煮▼パチンコフラミンゴ様（つくし

市民生活課垂(85)1111内線329我孫子1684教育委員会体育課査社会福祉協議会壷(84)1539へ…(有)安井家容(82)1225※しぐ野）から簡易マザーズホームひま

れ甘納豆・栗甘納豆･･･(有)寿々薑わり園にとラグビーボール、スプ
|＄

(85)1151へ

甘納豆店公(82)2912※菜の花味リングボールの寄贈がありました。

惨職種生活指導補助員（女性若噌…やまつね食品(株)壷(89)273L▼東京電力(株)干葉支店柏営業所し日時・場所7月11日(日)午前

9時受 付 、 祠 昊 体 育館捗日時6月25日(金)午前8時30干名）伝問い合わせ（財)我孫子市あゆ様から福祉のだめにと電気ポット

少種目一般男女団体戦（2ダプ分から午後5時（雨天決行）惨勤務時間交替制（曜日に関係みの郷公社公(83)11302台の寄贈がありました。

ルス3シングル戦、登録は4名以廿見学場所特別養護老人ホームなく夜勤・早勤のできる方）
〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

上 7 名 まで）F和楽園｣、「あらき園｣、福祉作業伝賃金時給930円(交通費支給） 童健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30
〃図書館湖北台・布佐分館休館

厘訟法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
・健康相談＝つつじ荘11:00～12:00

重図書館湖北台・布佐分館休館

壷税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

”酒害相談＝保健センター13:30～15:30
重図書館湖北台・布佐分館休館

”市役所閉庁(一部の施設は除く）
画冒少年の日
〔妄図書館湖北台・布佐分館休館

し参加費1チーム4000円所rみずき｣、「つつじ荘｣ほかシ提出書類履歴書

陰申し込み・問い合わせハガキ伝定員先着40名（参加費無料、少勤務地・問い合わせ精神薄弱

|こ住所、氏名、電話番号､大会名、ただし昼食等は各自持参のこと）者室生施設みどり園(中峠2310）

所属団俸名､種目を明記し､6月23ヶ申し込み・問い合わせ電話で壷(87)0511へ

国 回国.
日(水、必着)までに船戸1の1の障害福祉課云(85)1111へ

13の601士屋武弘盆(83)3694へ

(参加費は郵便振蓄で口座番号東

京6-562972口座名我孫子市卓球し期間6月27巳(日)から毎凋円

連盟へ振り込んでください）曜日午前g時から11時（全5回、少日時・場所6月28日(月)午前

雨天の場合は順延）9時30分から正午、午後1時から

修場所市民体育館テニスコート3時30分、保健センター

陰日時7月,g日から30日までの公定員40名(応募多数は抽選）世問い合わせ厚生課

毎週火曜日（午前9時30分から11，参加費1000円

時30分）と金曜日（午後1時から惨申し込み6月20日(日)午前9

3時）時から市 民体育館テニスコートで

し場所東我孫子カントリークラ受付け｡(雨天の場合は市民体育館

ブ（参加費2000円）会議室で受付け）

し対象市内在住者（前回までのシ問い合わせ教育委員会体育課’
し定員25名0応募多数は抽選）

’し申し込み・問い合わせハガキ

に教室名、住所、氏名、生年月日し白時7月3日から31日までの

電話番号を明記し、6月25日（金語週土曜日、午前10時から正午

･必着）までに我孫子1684教育委シ場所つくし野菱田公園裏

員会体育課念(85)1151へ抄定員先着26名(参加費1000円）

'零英語零考え雪目玉亭]匿瀧合駕篭雷鰹
開

f

目

b

’傍巴時6月26日(土)午後2時

し場所天王台北近隣センター

隣テーマ体験的語学論

し講師野田トミリット氏（外務省

へプライ語講師）

し参加費2000円

し問い合わせ藤井壷(85)1811へ

育課盆(85)1151

※小学校入学前の

はおことわりいた’
お子さんの入場

します。

中
に

峠土地
伴う町名

区 画整理事業
・地番の変更 心身障害児巡回相談ウーマンカレッジ基礎講座

｢40代から輝くために」

す
ー

》
や
が
ち

や
ん

都市計画法に基づく
開発許可制度の改正青年ボランティア活動

「説明会と交流会」

県立柏陵高校開放：
初心者対象r星空夢
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市民ハイキング教室

巽詔I副即るセタ朧作ろう

烏の博物館臨時休館

6月22日(火)は、館内殺虫

作業のため臨時休館します。
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孫子市の家庭教育に
する報告書無料配布
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ふるさと産品
｢あびこまんじゆう｣が仲間入り

消費生活講座
r手づくりおやつ講習会」

第2 回ABIKO
サマーカップ（卓球） ｢みどり園｣臨時職員

第1回福祉施設バｽ見学会
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－円蹄当番医＝テレホンサービス
＝休日救急歯科診霞日＝休日救急歯科診韻所(市民会館内)9:冊~11:30
‐結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00
章家庭の巳〃図鍾龍湖北台・布佐分館休館

・消蚕生活相醗＝市民相談室10:00～15:00

童心配ごと相験＝寿市民センター9:00～15:00
"-市民図書館休館”鳥の博物館休館
【薮つつじ荘休館‘蚕西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9:30～15?30(予約制）
彦鳥の博物館休館

〃図書館湖北台・布佐分館休館

‘夛消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
‐アルコール家族教室＝天王台宵年館13?30～15:30

〃図書館湖北台・布佐分館休館

〃図書館湖北台・布佐分館休館

”人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00

軍水道料金納入期限＝預金口座振琶日

〃図書館湖北台・布佐分館休館
一三

〃市役所閉庁(一部の施設は除く）
〃図窪醒湖北台・布佐分館休館

〃日曜当番医＝テレホンサービス
ビヨ休日敦急歯科診溌日=休日救急歯科診擬所(市民会館内)9:冊~11:30
”図露館湖北台・布佐分館休館

”心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00
画市民体育館休館の市民図蓄館休館”鳥の博物館体
画つつじ荘休館〔蚕西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
”つつじ荘休館
〃西部福祉センター休館

〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
画一市・県民税納期限

”国民年金保険料納期限＝口座振替日

市民硬式テニス教室
献血にご協力を

而民ﾚテｨー ｽゴﾙﾌ鱸

漆原･迫･上村トリオ･コンサート
r親と子のクラシックの夕べ」
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公開講座
r英語で考える日本』

日曜当番医｡1週間の行事
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